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第１ 評価の基本的な考え方 

   高知県公立大学法人評価委員会は、地方独立行政法人法第２８条第１項及び第２項の規定に基づき、高知県公立大学法

人（以下「法人」という。）の平成２７年度における業務の実績について、以下の基本的な考え方により評価を行った。 

   評価の実施に当たっては、法人の当該事業年度における業務の実績及び自己点検・評価を内容とする業務実績報告書及

び法人への聴取等に基づき調査・分析を行うとともに、その結果を踏まえて、「項目別評価」及び「全体評価」を行う。 

 

１ 項目別評価 

      評価委員会は、次の事項（以下、大項目という。）ごとに、中期計画の達成に向けた業務の進捗状況を勘案して、５

段階により評価するとともに、その評価理由を明らかにする。なお、教育研究については、その特性に配慮し、専門的

な観点からの評価は行わず、事後の外形的な進捗状況の評価を行う。 

    

   〔大項目〕 

①-1 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

 １ 教育の質の向上に関する目標を達成するための措置（高知県立大学及び高知短期大学） 

②-2 同上 ２ 研究の質の向上に関する目標を達成するための措置（      〃       ） 

③-3 同上 ３ 社会貢献の質の向上に関する目標を達成するための措置（      〃       ） 

①-2 同上 １ 教育の質の向上に関する目標を達成するための措置（高知工科大学） 

②-2 同上 ２ 研究の質の向上に関する目標を達成するための措置（  〃   ） 

③-2 同上 ３ 社会貢献の質の向上に関する目標を達成するための措置（  〃   ） 

    ④業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

    ⑤財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

⑥教育及び研究並びに組織及び運営の状況についての自己点検及び評価並びに当該状況に係る情報提供に関する目

標を達成するための措置 

    ⑦その他業務運営に関する重要事項を達成するための措置 
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〔５段階〕 

５：中期計画の達成に向け特筆すべき進捗状況である。 

    ４：中期計画の達成に向け順調に進捗している。 

    ３：中期計画の達成に向けおおむね順調に進捗している。 

２：中期計画の達成に向け進捗がやや遅れている。  

１：中期計画の達成に向け進捗が著しく遅れており、重大な改善事項がある。 

 

  ２ 全体評価 

   項目別評価の結果を踏まえ、当該事業年度における業務実績の全体について、記述式により総合的な評価を行う。ま

た、必要がある場合は、法人に対する業務運営の改善その他の勧告事項を記載する。 

 

 

  高知県公立大学法人評価委員会委員 

区 分 氏 名 役 職 名 

委員長 宮田 速雄 株式会社高知新聞社 代表取締役社長 

委員 森下 勝彦 株式会社高知銀行 取締役頭取 

委員 木村 靖二 東京大学 名誉教授 

委員 寺田 覚 公認会計士・税理士 

委員 濵中 俊一 高知工業高等専門学校 校長 
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第２ 評価の結果 

１ 全体評価 

高知県公立大学法人は、高知県立大学と高知短期大学の自主性・自立性を高め、社会が求める教育・研究の高度化に対応すると

ともに、大学の個性化を進め、もって大学の社会への貢献を促進することと併せ、大学運営の効率化及び第三者評価に基づく運営

の改善など、県民と社会に対する説明責任を果たすことを目的として、平成２３年４月に設立された。 

平成２７年４月には、公立大学法人高知工科大学と法人統合を行い、高知県立大学、高知工科大学及び高知短期大学の３大学を

一つの法人のもとで運営することで、それぞれの大学の特性を生かしながら、大学間連携をより進め、教員や学生の相互交流の拡

大などにより、より幅広く、質の高い教育研究や地域との連携、産学官連携などの取組を進めている。 

 

平成２７年度は、公立大学法人となってから５年目、法人統合を行って１年目であり、理事長及び学長のリーダーシップのもと、

教育、研究及び社会貢献に関し積極的な取組を進めるとともに、業務運営の改善及び効率化についても、法人全体で推進している。 

特筆すべき成果としては、高知県立大学においては、平成２７年度入学生から、「域学共生」の理念のもと、地域学を学ぶ学部横

断型のカリキュラムを実施し、地域の課題解決に貢献できる人材の育成などに取り組んでいること、科学研究費助成事業の申請に

おいて応募件数の増加に向けた取組を行い、高い採択率を維持していること、高知県の在宅療養を推進するために、「高知県中山間

地域等訪問看護師育成事業」を開始し、訪問看護師の育成を積極的に行っていること、地域の課題解決や地域おこしなどに学生が

主体的に取り組む「立志社中プロジェクト」に対し支援を行っていること、大学全体で、１年間の活動実績と次年度の活動方針を

共有し、教育内容・方法などの改善に繋げている「アニュアルレビュー」について、認証評価で高い評価を受けていることなどが

挙げられる。また、高知工科大学においては、グローバル人材の育成を推進するため、これまで取り組んでいる学生の海外研修の

ほかに、外国人と合宿形式で実施する英語力向上集中プログラムや海外大学の研究室に研究留学させるプログラムの実施を行って

いることが挙げられており、その他の項目についても、年度計画を十分に実施していると認められ、全体として、中期計画の目標

達成が期待されるものである。 

  
















